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令和元年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

【躍動するアジアの今 ～経済発展は人々の暮らしをどう変えるのか～】
日 程:  令和元年１０月２６日（土）１３:００～１６：００ 

受講者数: １８名 

会 場： 神戸商科キャンパス 教育棟Ⅱ 103 号室 

講 師:  教授 岩瀨真央美 准教授 福味敦・ヴィサテップ スクサバン 

この講座では、経済発展著しいインド、ベトナム、ラオスの今を、現地調査を重ねてきた 3 名の講

師が講義しました。「食」「文化」をキーワードに、地域の多様性や近年の動向など、現地を知り尽

くした研究者ならではの講義が行われ、都会と農村の違いは? 日本との関わりは? など、終始和

やかな雰囲気のなか、活発な質疑応答を通して楽しみながら学びました。 

講座では、3 名の講師がそれぞれの研究フィールドである地域の暮らしや社会について、これま

で撮りだめられてきた大量の現地の写真を提示しながら講義しました。 

岩瀨教授は、「ベトナムの食文化とコメ」とタイトルのもと、ご飯を食べることが人間関係の中心

になっていることなどを、自身のベトナムとの関わりや専門の「法」について触れながら講義しま

した。「村の掟」が「国家の法」を上回る効力を持つケースがあることに受講者から大きな興味が

示されました。 

スクサバン准教授は、自身の出身地でもあるラオスについて、ラオスの少数民族や農業、料理など

の多彩な写真とともに、日本による経済援助についても触れながら講義しました。ラオスの旧国名

が「象」を意味し、研修に引率した学生たちが現地で象に乗っている写真が示された時には会場か

ら歓声が上がりました。受講者からは「これまで馴染みのなかったラオスに大変興味がわいた」と

いう感想が多く寄せられました。 

福味准教授は一枚岩ではないインドの多様性社会について、経済成長の特徴などに注目しながら

講義しました。北と南では食が全く異なること、公認言語が 21 種類もあること、宗教の多様性な

どが紹介され、カースト別の婚活サイトがあることに受講者から驚きの声が上がりました。 

 


